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修 
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一 
  

太
平
洋
の
戦
局
が
大
き
な
転
換
点
に
さ
し
か
か
っ
て
い
た
と
き
、

大
東
亜
戦
争
（
陸
軍
の
戦
い
）
も
転
機
を
迎
え
て
い
た
。
香
港
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
、
ジ
ャ
ワ
、
ス
マ
ト
ラ
と
連
戦
連
勝

を
重
ね
て
い
た
陸
軍
は
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
で
前
進
を
阻
止
さ
れ
て

い
た
。 

 

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
の
敗
北
と
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
か
ら
の
撤
退
、

つ
ま
り
一
九
四
三
年
二
月
七
日
で
大
日
本
帝
国
の
戦
い
は
終
了
し
た

の
も
同
然
で
あ
っ
た
。
こ
う
書
く
の
は
そ
れ
以
後
、
二
年
六
か
月
も

続
い
た
戦
闘
で
傷
つ
き
斃
れ
て
い
っ
た
二
百
万
人
を
超
え
る
人
々
を

侮
辱
す
る
よ
う
な
思
い
が
あ
る
。 

 

だ
が
、
国
民
の
生
命
と
財
産
の
保
全
に
全
責
任
を
負
う
こ
と
が
、

国
家
と
い
う
も
の
の
最
終
的
な
存
在
意
義
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
余
力

を
残
し
て
講
和
を
目
指
す
動
き
が
封
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
い

か
に
も
悲
し
い
こ
と
だ
っ
た
。 

 

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
か
ら
日
本
軍
の
撤
収
が
完
了
し
た
（
と
さ
れ
る
）

翌
日
の
四
三
年
二
月
八
日
、『
機
密
戦
争
日
誌
』
は
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。 

  

斯
く
し
て
ガ
島
の
消
耗
戦
は
茲
に
終
了
し
、
船
舶
の
消
耗
も
次
第

に
減
少
す
べ
く
予
想
せ
ら
れ
、
大
東
亜
戦
争
は
再
び
常
道
に
乗
り
た

る
感
あ
り 

  

陸
軍
参
謀
本
部
お
よ
び
大
本
営
は
、
ま
だ
こ
の
戦
争
の
本
質
を
理

解
し
て
い
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
「
消
耗
戦
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
な

が
ら
、
そ
れ
は
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
に
限
定
し
た
こ
と
だ
と
解
釈
し
て

い
た
。 

 

開
戦
の
と
き
、
参
謀
本
部
は 

 

―
―
イ
ギ
リ
ス
を
降
伏
さ
せ
れ
ば
ア
メ
リ
カ
は
戦
意
を
失
う
。 

 

と
読
ん
だ
。 

 

と
こ
ろ
が
今
度
は
、
連
合
国
軍
が 

 

―
―
ド
イ
ツ
が
降
伏
す
れ
ば
、
日
本
は
戦
意
を
失
う
。 

 

と
読
ん
で
い
た
。 

 
四
三
年
に
入
っ
て
連
合
国
軍
は
勝
利
を
ほ
ぼ
確
信
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
こ
の
時
点
で
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
軍
は
北
ア
フ
リ
カ
で
ロ

ン
メ
ル
将
軍
率
い
る
機
甲
師
団
が
敗
北
し
、
冬
将
軍
の
前
に
ス
タ
ー

リ
ン
グ
ラ
ー
ド
か
ら
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。 

 

ま
た
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
ス
ト
軍
は
四
一
年
一
月
、
エ
チ
オ
ピ
ア
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戦
線
で
大
敗
し
て
急
速
に
勢
い
を
失
い
、
四
二
年
末
時
点
で
ム
ッ
ソ

リ
ー
ニ
政
権
の
崩
壊
は
時
間
の
問
題
と
見
ら
れ
て
い
た
。
状
況
は
大

き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
。 

 

そ
の
象
徴
的
な
出
来
事
は
、
四
三
年
一
月
十
四
日
に
モ
ロ
ッ
コ
の

カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
で
開
か
れ
た
米
英
拡
大
会
談
で
あ
る
。
会
談
に
は
両

国
政
府
首
脳
と
軍
参
謀
が
集
ま
り
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。 

  

一
、
英
米
両
国
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
打
倒
を
第
一
に
優
先
す
る
。 

 

一
、
太
平
洋
戦
線
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
主
に
担
当
す
る
。 

 

一
、
ア
ジ
ア
戦
線
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
は
ビ
ル
マ
奪
回
作
戦
「
ア 

 
 
 

ナ
キ
ム
」
に
専
念
す
る
。 

  

こ
の
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
に
影
響
を

及
ぼ
す
よ
う
な
大
規
模
か
つ
長
期
的
な
作
戦
を
太
平
洋
戦
線
で
実
施

し
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
地
中
海
の
ヤ
ル
タ
で
ル
ー
ズ
ベ
ル

ト
が
チ
ャ
ー
チ
ル
に
言
っ
た
よ
う
に
、
当
分
の
間
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
軍
は
日
本
軍
を
「
ベ
イ
ビ
ー
・
ア
ロ
ン
グ
」
し
て
い
て
ほ
し
い
、

と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
海
軍
が
考
え
た
の
は
、
日
本
軍
の
動
き

を
封
じ
込
め
る
作
戦
だ
っ
た
。 

 

三
月
十
二
日
、
ア
メ
リ
カ
統
合
参
謀
本
部
主
催
の
太
平
洋
軍
事
会

議
で
は
、
ベ
イ
ビ
ー
・
ア
ロ
ン
グ
を
基
本
方
針
と
す
る
「
エ
レ
ク
ト

ン
」
作
戦
が
採
択
さ
れ
た
。 

 

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
指
揮
す
る
陸
軍
第
六
、
第
八
軍
と
ハ
ル
ゼ
ー
麾

下
の
太
平
洋
艦
隊
が
連
携
し
つ
つ
、
太
平
洋
に
散
在
す
る
島
々
を
し

ら
み
つ
ぶ
し
に
制
圧
し
、
じ
わ
じ
わ
と
日
本
に
圧
力
を
か
け
て
い
く

こ
と
に
な
っ
た
。 

 

こ
の
と
き
決
定
さ
れ
た
十
三
の
作
戦
の
中
に
、
山
本
五
十
六
の
暗

殺
、
ラ
バ
ウ
ル
の
制
圧
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
の
奪
回
、
ア
リ
ュ
ー
シ

ャ
ン
列
島
か
ら
の
日
本
軍
の
排
除
、
イ
ン
ド
・
中
国
か
ら
の
ビ
ル
マ

戦
線
支
援
お
よ
び
、
日
本
本
土
爆
撃
な
ど
が
入
っ
て
い
た
。 

 

エ
レ
ク
ト
ン
作
戦
は
た
だ
ち
に
実
行
に
移
さ
れ
、
四
月
十
八
日
、

ア
メ
リ
カ
海
軍
の
Ｐ
―
38
双
胴
戦
闘
機
が
連
合
艦
隊
司
令
長
官
・

山
本
五
十
六
大
将
を
乗
せ
た
海
軍
一
式
陸
上
攻
撃
機
を
撃
墜
す
る
こ

と
に
成
功
し
た
。
遺
体
が
発
見
さ
れ
た
の
は
四
月
二
十
日
で
あ
る
。

大
本
営
は
国
民
に
こ
の
事
実
を
秘
匿
し
、
ア
メ
リ
カ
軍
も
ま
た
暗
号

解
読
の
事
実
を
知
ら
れ
た
く
な
い
た
め
に
沈
黙
を
守
っ
た
。 

 

五
月
二
十
九
日
、
北
の
守
り
で
あ
っ
た
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
キ

ス
カ
島
の
山
崎
部
隊
が
玉
砕
し
た
。
そ
れ
を
代
償
に
し
て
駐
留
部
隊

五
千
六
百
三
十
九
人
が
脱
出
に
成
功
し
た
。
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、

さ
し
も
の
零
戦
も
ア
メ
リ
カ
軍
に
弱
点
が
見
抜
か
れ
て
い
た
た
め
、

大
き
な
戦
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。 

 

七
月
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
で
連
合
国
軍
が
つ
い
に
シ
チ
リ
ア
島
上
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陸
を
果
た
し
た
。
イ
タ
リ
ア
の
喉
元
に
匕
首
を
突
き
つ
け
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
が
た
め
に
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
政
権
が
崩
壊
し
た
。 

 
八
月
三
日
、
中
部
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
ニ
ュ
ー
ジ
ョ
ー
ジ
ア
島
を
ア

メ
リ
カ
軍
が
奪
回
し
た
。 

 

十
月
十
八
日
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
か
ら
日
本
軍
が
消
え
た
。 

 

十
一
月
一
日
、
ア
メ
リ
カ
第
三
海
兵
師
団
が
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
に

上
陸
し
た
。
こ
の
島
に
は
日
本
の
陸
軍
四
万
四
千
人
、
海
軍
二
万
一

千
人
の
計
六
万
五
千
人
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。 

 

ま
た
、
そ
の
西
北
に
位
置
す
る
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
に
は
陸
軍
七

万
五
千
人
、
海
軍
四
万
人
の
計
十
一
万
五
千
人
が
い
た
。
ソ
ロ
モ
ン

諸
島
の
守
備
隊
を
加
え
る
と
、
こ
の
地
域
だ
け
で
日
本
兵
は
三
十
万

人
に
達
し
て
い
た
。 

 

と
こ
ろ
が
制
海
権
を
失
い
、
制
空
権
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
島

の
日
本
軍
は
孤
立
し
、
食
糧
、
武
器
、
弾
薬
、
医
薬
品
な
ど
の
補
給

が
乏
し
く
な
り
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
や
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
と
同
じ
状

況
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
大
本
営
は
な
す
す
べ
を
知
ら
な
か
っ
た
。 

 

『
機
密
戦
争
日
誌
』
一
九
四
四
年
一
月
二
十
六
日
付 

 

三
十
万
玉
砕
の
秋
到
ら
ば
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
拘
ら
ず
、
国

内
の
正
気
勃
然
と
し
て
興
り
、
真
に
皇
国
の
興
廃
を
自
覚
し
、
裸
一

貫
、
総
力
の
結
集
に
邁
進
し
得
べ
し 

 

  
 
 
 
 

二 
  

同
様
の
こ
と
が
ビ
ル
マ
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
方
面
で
も
発
生
し
た
。 

一
九
四
四
年
一
月
に
発
動
し
た
「
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
」（「
ウ
」
号
作

戦
）
が
そ
れ
で
あ
る
。 

 

朝
日
新
聞
社
の
記
者
と
し
て
こ
の
作
戦
に
同
行
し
て
い
た
丸
山
静

雄
は
『
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
従
軍
記
』（
岩
波
新
書
）
で
次
の
よ
う
に

書
く
。 

  

イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
と
は
、
ビ
ル
マ
に
進
入
し
た
日
本
軍
が
幾
多
の

作
戦
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
全
ビ
ル
マ
を
占
領
し
た
あ
と
、
さ
ら
に
ビ
ル
マ

国
境
を
越
え
て
イ
ン
ド
に
進
攻
し
よ
う
と
し
た
一
大
作
戦
を
い
う
。

こ
の
作
戦
は
ビ
ル
マ
を
確
保
す
る
た
め
に
は
ビ
ル
マ
の
防
衛
線
を
国

境
外
に
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
戦
略
と
、
イ
ン
ド
に
兵

を
入
れ
、
イ
ン
ド
を
独
立
さ
せ
て
英
国
を
浮
き
上
が
ら
せ
、
英
米
の

連
合
戦
線
を
分
断
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
太
平
洋
戦
争
を
終
結
に
導
い

て
ゆ
き
た
い
と
す
る
政
略
と
が
結
び
つ
い
て
企
図
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。 

 
作
戦
は
第
十
五
軍
（
軍
司
令
官
は
牟
田
口
廉
也
中
将
）
が
三
個
師

団
を
持
っ
て
イ
ン
パ
ー
ル
平
原
に
拠
る
英
軍
第
四
軍
（
軍
団
長
は
ス

ク
ー
ン
ズ
中
将
）
の
三
個
師
団
を
攻
撃
す
る
と
い
う
も
の
で
、
主
力
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（
第
三
十
三
師
団
＝
弓
兵
団
）
を
も
っ
て
南
か
ら
イ
ン
パ
ー
ル
に
迫

り
、
一
部
兵
力
（
第
十
五
師
団
＝
祭
兵
団
）
を
も
っ
て
東
か
ら
イ
ン

パ
ー
ル
を
衝
き
、
他
の
有
力
兵
団
（
第
三
十
一
師
団
＝
烈
兵
団
）
を

も
っ
て
長
駆
ウ
ク
ル
ル
山
中
を
突
破
し
て
コ
ヒ
マ
に
進
出
、
英
軍
の

退
路
を
断
つ
と
い
う
大
胆
な
構
想
で
あ
っ
た
。 

  

こ
の
あ
た
り
を
図
解
的
に
説
明
す
る
と
、
日
本
の
陸
軍
は
次
の
よ

う
な
理
屈
を
ひ
ね
り
出
し
た
。 

 

―
―
我
が
陸
軍
が
戦
う
べ
き
相
手
は
イ
ギ
リ
ス
軍
で
あ
っ
て
、
な

ぜ
な
ら
イ
ギ
リ
ス
を
攻
撃
す
る
こ
と
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
を
側
面
か

ら
支
援
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
海
軍
が
太
平
洋
で
戦
っ
て

い
る
ア
メ
リ
カ
軍
と
の
戦
争
は
、
所
詮
、
今
大
戦
の
副
次
的
な
も
の

に
過
ぎ
な
い
。 

 

何
と
も
珍
妙
な
理
屈
だ
っ
た
。 

 

実
態
は
中
国
大
陸
で
の
戦
闘
が
膠
着
状
態
に
陥
っ
た
こ
と
の
打
開

策
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
目
的
と
し
て
、 

  

①
イ
ン
ド
―
雲
南
経
由
で
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
の
支
援
物
資
が 

 
 

中
国
に
送
ら
れ
て
い
る
の
を
遮
断
す
る
こ
と
。 

 

②
日
本
本
土
爆
撃
を
行
っ
て
い
る
Ｂ
―
29
の
発
進
基
地
を
チ
ャ 

 
 

ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
が
率
い
る
イ
ン
ド
の
反
英
組
織
と
の
連
携
で 

 
 

壊
滅
す
る
こ
と
。 

 

―
―
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
た
。 

 

ビ
ル
マ
方
面
に
大
本
営
が
投
入
し
た
兵
力
は
、
独
立
混
成
第
二
十

四
旅
団
、
第
十
五
軍
（
第
三
十
一
師
団
、
第
十
五
師
団
、
第
三
十
三

師
団
）、
第
二
十
八
軍
（
第
二
師
団
、
第
五
十
四
師
団
、
第
五
十
五

師
団
）、
第
三
十
三
軍
（
第
十
八
師
団
、
第
五
十
六
師
団
、
第
五
十

三
師
団
）
だ
っ
た
。
こ
の
う
ち
牟
田
口
廉
也
中
将
麾
下
の
第
十
五
軍

約
十
二
万
人
が
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
に
充
て
ら
れ
た
。 

 

な
ぜ
牟
田
口
だ
っ
た
か
と
い
う
と
、 

 

―
―
戦
争
の
引
き
金
を
引
い
た
張
本
人
で
あ
る
。 

 

と
い
う
の
が
理
由
だ
っ
た
。 

 

牟
田
口
は
盧
溝
橋
事
件
を
反
省
し
た
わ
け
で
な
く
、 

「
も
し
自
分
の
力
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
に
侵
攻
し
、
大
東
亜
戦
争
に
決

定
的
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
今
次
大
戦
勃
発
の
遠
因

を
作
っ
た
わ
た
し
と
し
て
は
、
国
家
に
対
し
て
申
し
訳
が
立
つ
。
男

子
の
本
懐
と
し
て
も
、
ま
さ
に
こ
の
う
え
な
き
こ
と
で
あ
る
」 

 

と
功
名
に
駆
ら
れ
て
い
た
の
だ
か
ら
始
末
に
負
え
な
い
。 

 

屁
理
屈
と
片
意
地
、
功
名
心
の
あ
げ
く
、
陸
軍
参
謀
本
部
は
と
ん

で
も
な
い
指
令
を
発
し
た
。 

 
―
―
食
糧
、
弾
薬
は
歩
兵
が
携
行
し
得
る
三
週
間
分
を
も
っ
て
限

度
と
す
る
。 

 

こ
ん
な
バ
カ
な
作
戦
が
あ
る
か
。 

 

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
に
孤
立
し
た
日
本
陸
軍
の
将
兵
に
対
し
て
、
海
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軍
は
消
耗
を
覚
悟
の
上
で
食
糧
や
武
器
弾
薬
を
送
り
続
け
た
。
と
こ

ろ
が
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
で
は
、 

 
―
―
食
糧
は
占
領
先
で
調
達
し
、
窮
す
れ
ば
資
材
運
搬
用
の
牛
馬

を
食
す
べ
し
。 

 

と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
前
近
代
的
で
非
合
理
な
方
針
が
ま
か
り
通
っ
た
の
は
、

も
は
や
玉
砕
戦
し
か
打
つ
手
が
な
く
な
っ
た
証
拠
で
も
あ
っ
た
。 

  
 
 
 
 

三 
  

三
月
八
日
、
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
が
発
動
さ
れ
た
。
そ
の
三
日
前
に

イ
ギ
リ
ス
軍
の
ウ
ィ
ン
ゲ
ー
ト
空
挺
旅
団
が
ビ
ル
マ
に
降
下
し
て
い

る
。
十
五
日
、
牟
田
口
中
将
率
い
る
第
十
五
軍
が
チ
ン
ド
ウ
ィ
ン
川

（
ミ
ャ
ン
マ
ー
最
大
の
エ
ー
ヤ
ワ
デ
ィ
ー
川
＝
旧
イ
ラ
ワ
ジ
川
の
支

流
）
に
到
達
し
、
渡
河
作
戦
が
敢
行
さ
れ
た
。 

 

ビ
ル
マ
方
面
の
制
空
権
は
、
す
で
に
イ
ギ
リ
ス
に
握
ら
れ
て
い
た

し
、
第
十
五
軍
に
与
え
ら
れ
た
航
空
機
は
二
百
機
に
満
た
な
か
っ
た
。

牟
田
口
は 

 

―
―
短
期
に
イ
ン
パ
ー
ル
を
陥
落
す
る
に
は
、
自
動
車
中
隊
百
五

十
、
駄
馬
輜
重
兵
中
隊
六
十
が
必
要
。 

 

と
申
請
し
た
が
、
大
本
営
が
送
っ
て
き
た
の
は
自
動
車
中
隊
二
十

六
、
駄
馬
輜
重
兵
中
隊
十
四
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
牟
田
口
に

と
っ
て
も
予
想
外
の
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。 

 

作
戦
の
序
盤
は
順
調
に
進
み
、
四
月
六
日
に
日
本
軍
は
コ
ヒ
マ

（
ミ
ャ
ン
マ
ー
北
部
の
交
通
の
要
）
を
制
圧
し
た
が
、
こ
こ
で
足
が

止
ま
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
が
機
械
化
部
隊
二
個
師
団
を
派
遣
し
て
日
本

軍
の
前
進
を
阻
ん
だ
ほ
か
、
イ
ギ
リ
ス
空
挺
ゲ
リ
ラ
師
団
が
日
本
軍

の
補
給
を
妨
害
し
た
。 

 

そ
の
た
め
に
日
本
軍
の
兵
士
は
野
草
を
食
べ
て
命
を
つ
な
ぎ
、
多

く
の
命
を
代
償
に
し
て
敵
か
ら
奪
っ
た
武
器
と
弾
薬
で
戦
い
、
折
か

ら
の
豪
雨
と
泥
濘
の
中
、
マ
ラ
リ
ア
、
デ
ン
グ
病
、
コ
レ
ラ
に
斃
れ

て
い
っ
た
。 

 

四
月
、
第
三
十
一
師
団
長
の
佐
藤
幸
徳
（
中
将
）
は
悲
痛
な
電
報

を
打
っ
た
。 

  
 

弾
一
発
、
米
一
粒
モ
補
給
ナ
シ 

 
 

敵
ノ
弾
、
敵
ノ
食
糧
ヲ
奪
ッ
テ
攻
撃
ヲ
続
行
中 

  

文
末
の
「
攻
撃
を
続
行
中
」
は
、
な
お
戦
意
を
失
っ
て
い
な
い
こ

と
を
示
す
た
め
の
形
容
詞
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
爆
弾
を
抱
え
て
イ
ギ

リ
ス
軍
の
戦
車
に
体
当
た
り
し
て
い
く
兵
士
、
衣
服
を
つ
け
た
ま
ま

半
ば
白
骨
化
し
て
い
る
兵
士
の
遺
体
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
六
月

三
日
、
佐
藤
は
独
断
で
撤
退
を
決
意
し
た
。 

 

児
島
襄
は
『
太
平
洋
戦
争
』
下
巻
〔
悲
劇
の
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
〕
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で
次
の
よ
う
に
記
す
。（
原
文
マ
マ
） 

  
道
ば
た
に
は
点
々
と
負
傷
兵
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
眼
、
鼻
、

口
に
ウ
ジ
虫
が
う
ご
め
い
て
い
る
。
の
び
た
髪
の
毛
に
真
っ
白
に
ウ

ジ
虫
が
集
ま
り
、
白
髪
の
よ
う
に
見
え
る
兵
が
歩
い
て
い
た
。
木
の

枝
に
妻
子
の
写
真
を
か
け
、
そ
の
下
で
お
が
む
よ
う
に
息
絶
え
た
死

体
、
マ
ラ
リ
ア
の
高
熱
に
冒
さ
れ
て
譫
言
を
口
走
る
者
、
ぱ
っ
く
り

あ
い
た
腿
の
傷
に
指
を
入
れ
て
ウ
ジ
を
ほ
じ
く
り
出
す
兵
士
…
…
泥

の
中
に
う
ず
く
ま
っ
た
ま
ま 

 

「
兵
隊
さ
ん
、
手
榴
弾
を
下
さ
い
…
…
兵
隊
さ
ん
」 

 

と
呼
び
か
け
る
兵
士
が
い
る
。 

  

苦
し
み
か
ら
逃
れ
る
た
め
、
自
決
の
た
め
の
手
榴
弾
が
ほ
し
い
、

と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

六
月
三
日
の
第
三
十
一
師
団
の
独
断
撤
退
で
第
十
五
軍
は
崩
壊
し

た
。
独
断
で
撤
退
を
支
持
し
た
第
三
十
一
師
団
長
・
佐
藤
幸
徳
は
軍

法
会
議
に
か
け
ら
れ
る
こ
と
を
覚
悟
し
た
が
、
実
を
い
う
と
彼
が 

 

「
弾
一
発
、
米
一
粒
モ
補
給
ナ
シ
」 

 

の
電
文
を
討
っ
た
直
後
の
四
月
三
十
一
日
、
ラ
ン
グ
ー
ン
の
作
戦

司
令
部
で
は 

 

「
イ
ン
パ
ー
ル
に
は
戦
局
を
左
右
す
る
よ
う
な
戦
略
的
価
値
な
し
」 

 

と
い
う
報
告
が
行
わ
れ
て
い
た
。 

 

ま
た
五
月
十
五
日
に
は
東
京
の
陸
軍
参
謀
本
部
に 

 

―
―
イ
ン
パ
ー
ル
成
功
の
公
算
は
逐
次
低
下
し
つ
つ
あ
り
。 

 

と
い
う
報
告
が
届
け
ら
れ
た
。 

 

に
も
か
か
わ
ら
ず
参
謀
本
部
は 

 

「
イ
ン
パ
ー
ル
は
い
ま
や
世
界
的
問
題
で
あ
る
」 
 

と
面
子
に
こ
だ
わ
っ
て
、
作
戦
の
継
続
を
決
定
し
た
。
こ
の
た
め

に
将
兵
三
万
五
百
二
人
が
戦
闘
で
、
四
万
一
千
九
百
七
十
八
人
が
戦

傷
病
で
死
亡
し
た
。 

 
 
 

『
機
密
戦
争
日
誌
』
一
九
四
四
年
七
月
四
日
付 

 

ビ
ル
マ
『
ウ
』
号
作
戦
中
止
せ
ら
る
。
東
亜
情
勢
帝
国
に
取
り

益
々
非
な
り
。
此
の
秋
奮
起
せ
ず
ん
ば
悔
を
千
載
に
残
さ
ん 

  

―
―
悔
を
千
載
に
残
さ
ん
。 

 

な
ど
と
無
責
任
に
文
学
的
な
表
現
を
し
て
い
る
場
合
で
は
な
か
っ

た
。
牟
田
口
と
い
う
名
誉
欲
の
か
た
ま
り
の
た
め
に
何
万
も
の
兵
士

を
見
殺
し
に
し
た
罪
の
意
識
は
片
鱗
も
な
か
っ
た
。 

  
こ
の
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
を 

 
「
ひ
ど
い
作
戦
だ
っ
た
」 

 

と
回
顧
す
る
の
は
、
の
ち
に
伊
藤
忠
商
事
か
ら
セ
ン
チ
ュ
リ 

リ

サ
ー
チ 

セ
ン
タ
ー
社
長
・
会
長
と
な
り
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
協
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会
会
長
を
務
め
た
高
原
友
生
で
あ
る
。 

 
高
原
は
一
九
四
四
年
に
陸
軍
士
官
学
校
を
卒
業
し
、
歩
兵
第
五
十

八
聯
隊
に
配
属
さ
れ
た
。
祖
父
は
陸
軍
軍
人
、
父
は
海
軍
少
将
と
い

う
軍
人
一
家
だ
っ
た
か
ら
、
軍
人
に
な
る
こ
と
に
は
全
く
抵
抗
が
な

か
っ
た
。 

 

歩
兵
第
五
十
八
聯
隊
は
、
そ
の
年
の
二
月
に
発
令
さ
れ
た
「
ウ
」

号
作
戦
に
参
加
し
、
高
原
は
少
尉
な
が
ら
聯
隊
旗
手
と
い
う
名
誉
あ

る
仕
事
を
任
さ
れ
た
。 

 

「
わ
た
し
ら
は
司
令
部
に
直
属
し
て
い
た
か
ら
ま
だ
よ
か
っ
た
。

で
も
食
べ
物
は
な
い
し
、
イ
ギ
リ
ス
軍
の
追
撃
で
部
隊
は
ど
ん
ど
ん

崩
れ
て
い
く
。
と
う
と
う
捕
虜
に
な
っ
て
ビ
ル
マ
で
抑
留
生
活
を
送

り
ま
し
た
」 

 

そ
の
と
き
、
現
地
の
人
が
親
切
に
接
し
て
く
れ
た
。 

 

「
た
い
へ
ん
な
迷
惑
を
か
け
た
の
に
、
お
世
話
に
な
っ
た
。
そ
の

ご
恩
返
し
を
し
て
い
る
」 

 

高
原
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
か
ら
退
い
た
現
在
、
非
営
利
特
定
事
業

法
人
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
研
究
所
（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｃ
）
理
事
長
と
し
て
、

文
化
交
流
や
経
済
支
援
活
動
に
従
事
し
た
。 
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 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

イ
タ
リ
ア
・
フ
勊
シ
ス
ト	 

ト
ス
カ
ー
ナ
公
国
、
シ
チ
リ
ア
王
国
、
ロ
ー
マ

教
皇
国
を
統
一
し
て
一
八
七
〇
年
九
月
に
成
立
し
た
イ
タ
リ
ア
王
国
は
、
第

一
次
大
戦
で
は
連
合
国
に
参
加
し
た
が
国
内
の
経
済
は
低
迷
し
、
社
会
主
義

運
動
が
活
発
に
な
っ
た
。
社
会
主
義
運
動
は
や
が
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
結

び
つ
き
、
一
九
一
九
年
ご
ろ
を
境
に
新
し
い
社
会
運
動
と
し
て
「
闘
争
的
フ

ァ
ッ
シ
ョ
」
が
台
頭
し
た
。
社
会
主
義
か
ら
出
発
し
た
北
一
輝
が
国
粋
主
義

に
傾
斜
し
て
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
と
近
似
し
て
い
る
。フ
ァ
ッ
シ
ョ（Fascio

）

は
共
和
制
ロ
ー
マ
時
代
、
法
官
の
権
威
を
示
す
紋
章
を
意
味
す
る
。 

 

戦
闘
的
フ
ァ
ッ
シ
ョ
運
動
は
一
九
二
一
年
の
総
選
挙
で
三
十
五
議
席
を
獲

得
し
、
同
年
十
一
の
第
三
回
大
会
で
ベ
ニ
ー
ト
・
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
（
一
八
八

三
〜
一
九
四
五
）
が
「
国
民
フ
ァ
シ
ス
タ
党
」
の
結
成
を
宣
言
し
た
。
ム
ッ

ソ
リ
ー
ニ
は
退
役
軍
人
や
憂
国
論
者
の
支
持
を
得
て
「
黒
シ
ャ
ツ
隊
」
と
呼

ば
れ
る
行
動
部
隊
を
編
成
し
、
こ
れ
を
武
装
化
し
て
国
軍
を
圧
倒
す
る
勢
力

を
形
成
し
た
。
二
二
年
十
月
、
約
四
万
人
の
黒
シ
ャ
ツ
隊
が
「
フ
ァ
シ
ス
ト

革
命
」
を
掲
げ
て
国
民
フ
ァ
シ
ス
タ
党
へ
の
政
権
移
譲
を
要
求
す
る
デ
モ
行

進
を
開
始
す
る
と
、
と
き
の
フ
ァ
ク
タ
内
閣
は
戒
厳
令
を
敷
い
て
阻
止
し
よ

う
と
し
た
が
国
王
ヴ
ィ
ッ
ト
ー
リ
オ
＝
テ
マ
ヌ
エ
ー
レ
３
世
が
戒
厳
令
を
拒

否
し
た
こ
と
か
ら
政
権
が
瓦
解
し
た
。
こ
れ
が
「
ロ
ー
マ
進
軍
」
と
呼
ば
れ

る
。 

 

ロ
ー
マ
に
入
っ
た
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
国
王
に
組
閣
令
を
出
さ
せ
て
組
閣
、

当
初
は
閣
僚
十
四
人
の
十
人
は
他
の
政
党
か
ら
出
す
か
た
ち
だ
っ
た
が
二
三

年
に
選
挙
法
を
改
正
し
て
長
期
政
権
の
基
礎
を
築
い
た
。
以
後
二
六
年
ま
で

の
間
に
政
治
結
社
の
禁
止
や
言
論
統
制
な
ど
に
よ
り
独
裁
政
権
化
し
、
さ
ら

に
二
八
年
に
い
た
っ
て
大
評
議
会
を
国
家
最
高
機
関
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
国
民
フ
ァ
シ
ス
タ
党
を
す
ら
超
越
す
る
絶
対
的
な
地
位
を

獲
得
し
た
。 

 

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
の
関
係
は
初
期
に
お
い
て
は
決
し
て
友
好
的
で
な
く
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
併
合
を
め
ぐ
っ
て
一
時
期
は
軍
事
衝
突
の
危
機
的
緊
張
を
持

つ
状
況
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
三
四
年
末
に
勃
発
し
た
イ
タ
リ
ア
領
ソ
マ
リ

ラ
ン
ド
と
エ
チ
オ
ピ
ア
の
紛
争
に
イ
ギ
リ
ス
が
介
入
し
た
こ
と
か
ら
反
英
に

転
じ
、
イ
タ
リ
ア
軍
が
エ
チ
オ
ピ
ア
に
侵
攻
し
て
こ
れ
を
併
合
し
た
。
ナ
チ

ス
・
ド
イ
ツ
と
軍
事
同
盟
を
結
ん
だ
の
は
三
九
年
五
月
で
あ
る
。 

ア
ナ
キ
ム	 

ビ
ル
マ
奪
回
作
戦
の
名
称
。
Ａ
Ｂ
Ｄ
Ａ
司
令
長
官
・
イ
ン
ド
軍

最
高
司
令
官
ア
ー
チ
ボ
ル
ド
・
ウ
ェ
ー
ヴ
ェ
ル
の
幕
僚
が
策
定
し
た
「
ア
ラ

カ
ン
作
戦
」
を
継
承
し
て
立
案
さ
れ
た
。 

エ
レ
ク
ト
ン
作
戦	 

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
立
案
し
た
と
さ
れ
る
。
一
九 

四
二

年
秋
に
行
わ
れ
た
ア
メ
リ
カ
陸
海
軍
・
政
府
首
脳
に
よ
る
太
平
洋
軍
事
会
議

で
海
軍
省
の
ア
ー
ネ
ス
ト
・
キ
ン
グ
作
戦
部
長
（
大
将
）
は
オ
レ
ン
ジ
計
画

を
改
良
し
た
「
レ
イ
ン
ボ
ー
計
画
」
を
提
唱
し
た
。
ハ
ワ
イ
を
拠
点
に
中
部

太
平
洋
の
サ
モ
ア
↓
ビ
ル
バ
ー
ト
諸
島
↓
マ
ー
シ
ャ
ル
群
島
↓
ト
ラ
ッ
ク
↓

グ
ア
ム
と
軍
を
進
め
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
日
本
本
土
を
攻
撃
す
る
と
い
う
も
の

だ
っ
た
が
、
同
じ
海
軍
の
ハ
ル
ゼ
ー
、
ニ
ミ
ッ
ツ
、
ス
プ
ル
ー
ア
ン
ス
と
い

っ
た
諸
将
が
反
対
し
た
。
陸
・
海
軍
が
役
割
を
分
担
し
つ
つ
日
本
軍
を
封
じ

込
め
る
と
い
う
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
案
が
採
択
さ
れ
、
こ
れ
が
の
ち
に
「
カ
ー
ト

ホ
イ
ー
ル
（
車
輪
）
作
戦
」
と
な
っ
た
。 

ム
勏
ソ
リ
勖
ニ
政
権
の
崩
壊	 

イ
タ
リ
ア
軍
は
ユ
ー
ゴ
、
ギ
リ
シ
ャ
へ
進
軍

し
た
が
軍
事
力
不
足
の
た
め
あ
っ
け
な
く
連
合
国
軍
に
奪
回
さ
れ
、
四
三
年

七
月
、
連
合
国
軍
が
シ
チ
リ
ア
上
陸
作
戦
（
ハ
ス
キ
ー
作
戦
）
に
成
功
す
る

と
、
フ
ァ
シ
ス
ト
評
議
員
は
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
不
信
任
を
可
決
し
た
。 
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ウ
勋
ン
ゲ
勖
ト
空
挺
旅
団	 

制
式
名
称
は
イ
ギ
リ
ス
第
三
イ
ン
ド
師
団
第
七

十
七
旅
団
、
第
百
十
一
旅
団
で
あ
る
。
こ
の
二
旅
団
は
四
三
年
二
月
六
日
か

ら
十
一
日
ま
で
の
間
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
で
「
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
」
と
呼
ば
れ
た

フ
ー
コ
ン
地
区
イ
ン
ド
ウ
に
降
下
し
、
九
千
二
百
五
十
人
、
驢
馬
一
千
三
百

五
十
頭
、
火
砲
・
弾
薬
、
車
両
な
ど
二
百
五
十
ト
ン
を
も
っ
て
作
戦
行
動
を

開
始
し
た
。 

 

指
揮
を
取
っ
た
ウ
ィ
ン
ゲ
ー
ト
少
将
は
「
わ
れ
わ
れ
は
敵
の
胃
袋
に
入
っ

た
。
わ
が
剣
を
敵
の
肋
骨
に
突
き
刺
し
た
」
と
言
っ
た
。
対
し
て
牟
田
口
中

将
は
「
降
り
た
連
中
は
補
給
を
ど
う
す
る
の
か
。
放
っ
て
お
い
て
も
干
乾
に

な
る
。
牟
田
口
は
幸
運
だ
」
と
そ
の
存
在
を
軽
く
見
て
い
た
。 

ウ
勋
ン
ゲ
勖
ト 

O
rde Charles W

ingate

／
１
９
０
３
〜
１
９
４
４
。
第

二
次
世
界
大
戦
中
ビ
ル
マ
戦
線
で
英
印
軍
特
殊
空
挺
部
隊
チ
ン
デ
ィ
ッ
ト
を

編
成
し
た
。
一
九
四
四
年
三
月
二
十
四
日
、
イ
ン
パ
ー
ル
の
飛
行
場
で
事
故

死
し
た
。 

ビ
ル
マ
戦
線
へ
の
補
給 

日
本
軍
の
補
給
を
担
っ
た
の
は
泰
緬
鉄
道
だ
っ
た
。

バ
ン
コ
ク
の
ノ
ン
プ
ラ
ド
ッ
ク
か
ら
ビ
ル
マ
の
タ
ン
ビ
サ
ヤ
ま
で
四
百
十
五

キ
ロ
を
結
ぶ
。
鉄
道
の
建
設
に
は
連
合
国
軍
（
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
フ

ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
捕
虜
五
万
人
と
タ
イ
や
ビ
ル
マ
の
労
働
者
十

万
人
が
動
員
さ
れ
、
捕
虜
一
万
五
百
六
十
二
人
、
労
務
者
三
万
人
が
死
亡
し

た
。
こ
の
と
き
の
こ
と
は
映
画
『
戦
場
に
か
け
る
橋
』、
そ
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

「
ク
ワ
イ
川
マ
ー
チ
」
で
知
ら
れ
る
。 

 

四
三
年
十
二
月
に
全
線
が
開
通
し
、
四
四
年
五
月
ま
で
毎
月
一
万
二
千
ト

ン
前
後
の
物
資
を
運
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
タ
ン
ビ
サ
ヤ
か
ら
前
線
ま
で
ト
ラ
ッ

ク
が
な
か
っ
た
た
め
、
日
本
軍
は
戦
闘
に
従
事
で
き
な
い
傷
病
兵
を
補
給
部

隊
に
編
入
し
彼
ら
に
物
資
を
背
負
わ
せ
て
山
道
を
運
ば
せ
た
。
そ
れ
を
知
っ

た
イ
ギ
リ
ス
空
挺
旅
団
は
日
本
の
補
給
兵
を
樹
上
か
ら
狙
撃
し
て
妨
害
し
た
。

狙
撃
さ
れ
な
い
ま
で
も
途
中
で
動
け
な
く
な
り
そ
の
ま
ま
死
亡
す
る
こ
と
も

少
な
く
な
か
っ
た
。 

日
本
兵
の
戦
い
ぶ
り 

児
島
襄
『
太
平
洋
戦
争
』（
下
）
に
は
次
の
よ
う
な
悲

惨
な
記
述
が
あ
る
。 

「
第
百
六
十
一
イ
ン
ド
旅
団
の
Ｍ
３
戦
車
が
戦
場
に
現
わ
れ
た
。
連
射
砲
を

命
中
さ
せ
て
も
、
こ
の
大
型
戦
車
は
平
然
と
し
て
い
る
。
サ
イ
ダ
ー
瓶
に
ガ

ソ
リ
ン
を
詰
め
た
火
炎
び
ん
攻
撃
に
も
屈
し
な
い
。
黄
色
爆
弾
を
フ
ト
ン
に

詰
め
た
〝
フ
ト
ン
爆
弾
〞
を
抱
い
た
肉
攻
班
が
、
わ
が
身
を
キ
ャ
タ
ピ
ラ
の

下
敷
き
に
し
て
、
や
っ
と
擱
座
さ
せ
る
。
そ
の
轟
音
を
合
図
に
、「
ワ
ッ
シ
ョ

イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
声
を
か
ぎ
り
に
叫
び
な
が
ら
、
敵
陣
に
殺
到
す
る
の

で
あ
る
」 

	 

戦
車
助
Ｍ
３
努 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
開
発
・
製
造
さ
れ
、
第
二
次
大
戦

中
、
連
合
国
軍
に
供
与
さ
れ
た
。
重
量
十
二
・
九
ト
ン
の
軽
戦
車
と
二
十
六

ト
ン
の
中
戦
車
が
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
第
七
機
甲
旅
団
に
属
す
る
王
立
第
二

戦
車
連
隊
に
は
Ｍ
３
軽
戦
車
が
百
十
五
両
（
百
五
十
両
と
も
）
配
備
さ
れ
て

い
た
。 

高
原
友
生 

た
か
は
ら
・
と
も
お
／
１
９
２
５
〜
２
０
０
９
。
二
〇
〇
四
年

五
月
、
長
年
の
業
界
活
動
に
対
し
藍
綬
褒
章
を
受
け
た
。 
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